
 

LC/MSD iQ によるオリゴ核酸の分析 
 

 

要旨 

合成したオリゴ核酸の品質管理のために HPLC による UV 検出だけでなく、

LC/MS による分子量確認のニーズが高まっています。 

オリゴ核酸は、ESI イオン源を搭載した LC/MS で測定すると多価イオンとして観

測されます。解析には、マススペクトルのデコンボリューションにより平均分子量

を算出するのが一般的ですが、この計算には質量精度や質量範囲に優れた LC/TOF

が有用です。 

このアプリケーションノートではシングル四重極形 LC/MS を使用し、オリゴ核酸

を分離・検出しました。ここでは、分子量既知のオリゴ核酸を分析する際に、平均

分子量をターゲットマスとして入力しました。入力した平均分子量に基づいて観測

される m/z を計算し、その EIC を描画してターゲットの存在の有無を容易に確認で

きる自動解析ワークフローと判別レポートを作成しました。 
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システム 

1260 Infinity II Prime LCポンプ(G7104C) 

1290 Infinity II Vialsampler+ICC (G7129C) 

1260 Infinity II Diode Array Detector(G7117C) 

InfinityLab LC/MSD iQ（G6160AA） 

 

分析対象 

 Oligonucleotide Resolution Standard(PN:5190-9028)に

水1 mLを添加し試料としました。 
表1. 配列と分子量 

 

分析条件 

表2. HPLC条件 

表3. LC/MS条件 

 

 

結果 

図1にTICを示しました。TIC上にUVピークと対応するピ

ークを認めました。 

 

21 merのピーク部分のマススペクトルを図2に示しまし

た。計算すると5価（予測：1323.8,実測：1323.4）から13

価（予測：508.5, 実測：508.4）のイオンが観測されまし

た。 

次に、ターゲットの存在の有無を迅速に確認するため、

解析の自動化について検討しました。図3にOpenLab2.5の

サンプルエントリ画面の一部を示しました。サンプルエン

トリの際にターゲットの欄に平均分子量を入力し、自動解

析を実施しました。 

図1. UVクロマトグラム（上）とTIC（下） 

 

図2. 21 merのマススペクトル 

 

図3. ターゲットマスの設定 

 

 

 



3 

 

図4. EIC抽出の設定 

 

 

図4に解析画面の一部を示しました。オリゴ核酸は一般

的にプロトン脱離体を多価イオンで観測するため、-Hを選

択し、電荷を3～10価としました。（一般的な低分子成分

は1価）。OpenLab2.5では最大10価までのイオンの計算を

実施できます。 

 

このメソッドは分析の際に解析メソッドとして設定する

ことで、分析後に自動的に、入力したターゲットから抽出

するイオンを計算し、EICを描画します。ターゲット成分

の有無を判別するため、TICのレスポンスとEICのレスポン

スを比較し、ターゲット成分が存在した場合にはターゲッ

ト検出「はい」と表示するレポートを作成しました。図5

には21 merをターゲットとした場合の結果を示しました。

上からUVクロマトグラム、TIC、EICの重ね書きおよびピ

ークの検出の有無が示されています。図3のように複数の

ターゲットピークを設定した場合も一括でピーク有無の判

定を行うことが可能です。 

 

まとめ 

シングル四重極LC/MSで20mer程度の鎖長のオリゴ核酸

を分析しました。良好なイオン化及び質量精度のマススペ

クトルを得ました。 

サンプル分析時にターゲット質量を入力することで、分

子量に基づき、成分の有無を自動で判断することが可能で

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5. レポートの例 

 

 

 

 

 

 

ホームページ 

www.agilent.com/chem/jp 

カストマコンタクトセンタ 

0120-477-111 

email_japan@agilent.com 

本製品は一般的な実験用途での使用を想定しており、 

医薬品医療機器等法に基づく登録を行っておりません。 

本文書に記載の情報、説明、製品仕様等は予告なしに 

変更されることがあります。  
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